
船舶インシデント調査報告書 

 

                               平成２３年３月３１日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

インシデント種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２２年９月１１日（土） ０８時００分ごろ 

発生場所 石川県志賀町海士
あ ま

埼北方沖  

志賀町海士埼灯台から真方位３５８°３.３海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３７°１２.０′ 東経１３６°４０.１′） 

インシデント調査の経過 平成２２年９月１７日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（神戸事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 モーターボート ラ・マドンナⅢ、５トン未満 

 船舶番号、船舶所有者等 ２５１－１４２３８富山、個人所有 

 ８.８９ｍ（Lr）×２.４９ｍ×０.６０ｍ、ＦＲＰ  Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

ディーゼル機関、１１０.３３kＷ、平成３年２月  機関、出力、進水等 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ６１歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免 許 年 月 日 平成１５年７月１４日 

免許証交付日 平成２０年４月２３日 

（平成２５年７月１３日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 主機船内外機のユニバーサルジョイント折損、同ジョイント近くのクラッ

チ操縦用ワイヤ切断 

インシデントの経過 本船は、船長が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、海士埼北方沖を航行

中、平成２２年９月１１日０７時３０分ごろ、友人が洗面所を使用するの

で船体の動揺を押さえるために減速し、０８時００分少し前、元の速力に

戻すため、主機の回転数を上げることとした。 

 

本船は、船長が主機の操縦レバーを上げ、毎分回転数２,０００及び速力

１２～１３ノットまで増速したとき、０８時００分ごろ、海士埼灯台から

真方位３５８°３.３Ｍ付近において、主機のアウトドライブ近くで異音を

発するようになった。 

船長は、主機を停止して船内外機などを点検したところ、ユニバーサル

ジョイント部が損傷していることを認め、航行の継続はできないと判断

し、０９時３０分ごろ、富山県のマリーナや知人を経由して海上保安部に

救助を要請した。 

本船は、来援した巡視艇にえい
．．

航され、１４時００分ごろ、石川県志賀

町富来漁港に入港したのち、富山県に陸上搬送された。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ４、視界 良好 
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海象：波高 約１.５ｍ 

その他の事項 ユニバーサルジョイントを包み込むゴム製蛇腹状のベローズは、下半分

が破損していた。 

ユニバーサルジョイントには、摩耗、変色、金属疲労の痕跡があった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

本船は、海士埼北方沖を航行中、主機船内外機

のユニバーサルジョイントが破損し、アウトドラ

イブの運転ができなくなったものと考えられる。 

本船は、ユニバーサルジョイントのゴム製ベロ

ーズが損傷して海水が入り、同ジョイントが腐食

疲労により破損した可能性があると考えられる。 

原因 本インシデントは、本船が、海士埼北方沖を航行中、主機船内外機のユ

ニバーサルジョイントが破損したため、アウトドライブの運転ができなく

なったことにより発生したものと考えられる。 

 




